
(57)【要約】

【課題】ウエハ面内での高い均一性をもってポリシリコ

ン膜をウエットエッチングできるエッチング装置および

エッチング方法を提供する。

【解決手段】基板上に形成されたポリシリコン膜をエッ

チングするためのフッ硝酸溶液を吐出するフッ硝酸溶液

供給部６と、フッ硝酸溶液にＮＯ2ガスを混合するＮＯ2
ガス供給部７とを備える。フッ硝酸溶液にＮＯ2ガスを

混合し、次にＮＯ2ガスが混合されたフッ硝酸溶液を用

いてポリシリコン膜をエッチングする。薬液吐出部にお

いてもＮＯ2が充分に供給されて、ウエハ面全体におい

てＮＯ2による酸化反応が均一化され、ウエハ面内にお

けるポリシリコン膜のウエットエッチングの均一性が改

善される。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 基 板 上 に 形 成 さ れ た ポ リ シ リ コ ン 膜 を ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ す る た め の 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 ポ リ シ リ コ ン 膜 を エ ッ チ ン グ す る た め の 薬 液 を 吐 出 す る フ ッ 硝 酸 溶 液 供 給 部 と 、
　 前 記 フ ッ 硝 酸 溶 液 に Ｎ Ｏ 2 ガ ス を 混 合 す る Ｎ Ｏ 2 ガ ス 供 給 部 と を 備 え た ウ エ ッ ト エ ッ チ ン
グ 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ 装 置 は 枚 葉 式 エ ッ チ ン グ 装 置 と し て 構 成 さ れ 、
　 前 記 Ｎ Ｏ 2 ガ ス 供 給 部 は 、 前 記 フ ッ 硝 酸 溶 液 供 給 部 に お け る 薬 液 吐 出 ノ ズ ル 内 で 前 記 Ｎ
Ｏ 2 ガ ス を 前 記 フ ッ 硝 酸 溶 液 と 混 合 す る よ う に 設 置 さ れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の ウ エ ッ ト
エ ッ チ ン グ 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ 装 置 は バ ッ チ 式 エ ッ チ ン グ 装 置 と し て 構 成 さ れ 、
　 前 記 Ｎ Ｏ 2 ガ ス 供 給 部 は 、 前 記 フ ッ 硝 酸 溶 液 供 給 部 に お け る 薬 液 供 給 ラ イ ン 内 で 前 記 Ｎ
Ｏ 2 ガ ス を 前 記 フ ッ 硝 酸 溶 液 と 混 合 す る よ う に 設 置 さ れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の ウ エ ッ ト
エ ッ チ ン グ 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ 装 置 は 枚 葉 式 エ ッ チ ン グ 装 置 と し て 構 成 さ れ 、
　 前 記 Ｎ Ｏ 2 ガ ス 供 給 部 は 、 前 記 Ｎ Ｏ 2 ガ ス と 前 記 フ ッ 硝 酸 溶 液 供 給 部 か ら 前 記 基 板 に 向 け
て 吐 出 さ れ た 前 記 フ ッ 硝 酸 と を 、 前 記 基 板 上 に お い て 混 合 す る よ う に 設 置 さ れ て い る 請 求
項 １ に 記 載 の ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ 装 置 は 枚 葉 式 エ ッ チ ン グ 装 置 と し て 構 成 さ れ 、
　 前 記 Ｎ Ｏ 2 ガ ス 供 給 部 は 、 エ ッ チ ン グ チ ャ ン バ ー 内 で 前 記 Ｎ Ｏ 2 ガ ス を 前 記 フ ッ 硝 酸 溶 液
と 混 合 す る よ う に 設 置 さ れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ 装 置 は バ ッ チ 式 エ ッ チ ン グ 装 置 と し て 構 成 さ れ 、
　 前 記 Ｎ Ｏ 2 ガ ス 供 給 部 は 、 エ ッ チ ン グ 槽 内 で 前 記 Ｎ Ｏ 2 ガ ス を 前 記 フ ッ 硝 酸 溶 液 と 混 合 す
る よ う に 設 置 さ れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ 装 置 は 枚 葉 式 エ ッ チ ン グ 装 置 ま た は バ ッ チ 式 エ ッ チ ン グ 装 置 と
し て 構 成 さ れ 、
　 前 記 Ｎ Ｏ 2 ガ ス 供 給 部 は 、 前 記 フ ッ 硝 酸 溶 液 供 給 部 に お け る 薬 液 タ ン ク 内 で 前 記 Ｎ Ｏ 2 ガ
ス を 前 記 フ ッ 硝 酸 溶 液 と 混 合 す る よ う に 設 置 さ れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の ウ エ ッ ト エ ッ チ
ン グ 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 基 板 上 に 形 成 さ れ た ポ リ シ リ コ ン 膜 を ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ す る た め の 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 ポ リ シ リ コ ン 膜 を エ ッ チ ン グ す る た め の 薬 液 を 吐 出 す る フ ッ 硝 酸 溶 液 供 給 部 と 、
　 前 記 フ ッ 硝 酸 溶 液 に 金 属 粉 末 を 混 合 す る 金 属 粉 末 供 給 部 と を 備 え た ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ
装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ 装 置 は 枚 葉 式 エ ッ チ ン グ 装 置 と し て 構 成 さ れ 、
　 前 記 金 属 粉 末 供 給 部 は 、 前 記 フ ッ 硝 酸 溶 液 供 給 部 に お け る 薬 液 吐 出 ノ ズ ル 内 で 前 記 金 属
粉 末 を 前 記 フ ッ 硝 酸 溶 液 と 混 合 す る よ う に 設 置 さ れ て い る 請 求 項 ８ に 記 載 の ウ エ ッ ト エ ッ
チ ン グ 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ 装 置 は バ ッ チ 式 エ ッ チ ン グ 装 置 と し て 構 成 さ れ 、
　 前 記 金 属 粉 末 供 給 部 は 、 前 記 フ ッ 硝 酸 溶 液 供 給 部 に お け る 薬 液 供 給 ラ イ ン 内 で 前 記 金 属
粉 末 を 前 記 フ ッ 硝 酸 溶 液 と 混 合 す る よ う に 設 置 さ れ て い る 請 求 項 ８ に 記 載 の ウ エ ッ ト エ ッ
チ ン グ 装 置 。
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【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 金 属 粉 末 が 、 Ｓ ｉ 粉 末 ま た は Ａ ｌ 粉 末 で あ る 請 求 項 ８ ～ １ ０ の い ず れ か １ 項 に 記 載
の ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 基 板 上 に 形 成 さ れ た ポ リ シ リ コ ン 膜 を ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ す る た め の 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 ポ リ シ リ コ ン 膜 を エ ッ チ ン グ す る た め の 薬 液 を 吐 出 す る フ ッ 硝 酸 溶 液 供 給 部 と 、
　 前 記 フ ッ 硝 酸 溶 液 に 紫 外 線 を 照 射 す る 紫 外 線 照 射 部 と を 備 え た ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ 装 置
。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ 装 置 は 枚 葉 式 エ ッ チ ン グ 装 置 と し て 構 成 さ れ 、
　 前 記 紫 外 線 照 射 部 は 、 前 記 フ ッ 硝 酸 溶 液 供 給 部 に お け る 薬 液 吐 出 ノ ズ ル 内 を 通 過 す る 前
記 フ ッ 硝 酸 溶 液 に 対 し て 前 記 紫 外 線 を 照 射 す る よ う に 設 置 さ れ て い る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の
ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ 装 置 は 枚 葉 式 エ ッ チ ン グ 装 置 と し て 構 成 さ れ 、
　 前 記 紫 外 線 照 射 部 は 、 エ ッ チ ン グ チ ャ ン バ ー 内 に 載 置 さ れ た 前 記 基 板 に 向 け て 前 記 紫 外
線 を 照 射 す る よ う に 設 置 さ れ て い る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ 装 置 は バ ッ チ 式 エ ッ チ ン グ 装 置 と し て 構 成 さ れ 、
　 前 記 紫 外 線 照 射 部 は 、 エ ッ チ ン グ 槽 内 に 載 置 さ れ た 前 記 基 板 に 向 け て 前 記 紫 外 線 を 照 射
す る よ う に 設 置 さ れ て い る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 基 板 上 に 形 成 さ れ た ポ リ シ リ コ ン 膜 を ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ す る た め の 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 ポ リ シ リ コ ン 膜 を エ ッ チ ン グ す る た め の フ ッ 硝 酸 溶 液 に Ｎ Ｏ 2 ガ ス を 混 合 す る 工 程
と 、
　 前 記 Ｎ Ｏ 2 ガ ス が 混 合 さ れ た 前 記 フ ッ 硝 酸 溶 液 を 用 い て 前 記 ポ リ シ リ コ ン 膜 を エ ッ チ ン
グ す る 工 程 と を 備 え た ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ 方 法 は 枚 葉 式 に よ り エ ッ チ ン グ を 行 い 、
　 前 記 Ｎ Ｏ 2 ガ ス を 、 前 記 フ ッ 硝 酸 溶 液 を 供 給 す る 薬 液 吐 出 ノ ズ ル 内 で 前 記 フ ッ 硝 酸 溶 液
と 混 合 す る 請 求 項 １ ６ に 記 載 の ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ 方 法 は バ ッ チ 式 に よ り エ ッ チ ン グ を 行 い 、
　 前 記 Ｎ Ｏ 2 ガ ス を 、 前 記 フ ッ 硝 酸 溶 液 を 供 給 す る 薬 液 供 給 ラ イ ン 内 で 前 記 フ ッ 硝 酸 溶 液
と 混 合 す る 請 求 項 １ ６ に 記 載 の ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ 方 法 は 枚 葉 式 に よ り エ ッ チ ン グ を 行 い 、
　 前 記 Ｎ Ｏ 2 ガ ス を 、 前 記 基 板 に 向 け て 吐 出 さ れ た 前 記 フ ッ 硝 酸 と 前 記 基 板 上 に お い て 混
合 す る 請 求 項 １ ６ に 記 載 の ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ 方 法 は 枚 葉 式 に よ り エ ッ チ ン グ を 行 い 、
　 前 記 Ｎ Ｏ 2 ガ ス を 、 エ ッ チ ン グ チ ャ ン バ ー 内 で 前 記 フ ッ 硝 酸 溶 液 と 混 合 す る 請 求 項 １ ６
に 記 載 の ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ 方 法 は バ ッ チ 式 に よ り エ ッ チ ン グ を 行 い 、
　 前 記 Ｎ Ｏ 2 ガ ス を 、 エ ッ チ ン グ 槽 内 で 前 記 フ ッ 硝 酸 溶 液 と 混 合 す る 請 求 項 １ ６ に 記 載 の
ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ 方 法 は 枚 葉 式 ま た は バ ッ チ 式 に よ り エ ッ チ ン グ を 行 い 、
　 前 記 Ｎ Ｏ 2 ガ ス を 、 前 記 フ ッ 硝 酸 溶 液 を 供 給 す る 薬 液 タ ン ク 内 で 前 記 フ ッ 硝 酸 溶 液 と 混
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合 す る 請 求 項 １ ６ に 記 載 の ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 基 板 上 に 形 成 さ れ た ポ リ シ リ コ ン 膜 を ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ す る た め の 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 ポ リ シ リ コ ン 膜 を エ ッ チ ン グ す る た め の フ ッ 硝 酸 溶 液 に 金 属 粉 末 を 混 合 す る 工 程 と
、
　 前 記 金 属 粉 末 が 混 合 さ れ た 前 記 フ ッ 硝 酸 溶 液 を 用 い て 前 記 ポ リ シ リ コ ン 膜 を エ ッ チ ン グ
す る 工 程 と を 備 え た ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ 方 法 は 枚 葉 式 に よ り エ ッ チ ン グ を 行 い 、
　 前 記 金 属 粉 末 を 、 前 記 フ ッ 硝 酸 溶 液 を 供 給 す る 薬 液 吐 出 ノ ズ ル 内 で 前 記 フ ッ 硝 酸 溶 液 と
混 合 す る 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ 方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ 方 法 は バ ッ チ 式 に よ り エ ッ チ ン グ を 行 い 、
　 前 記 金 属 粉 末 を 、 前 記 フ ッ 硝 酸 溶 液 を 供 給 す る 薬 液 供 給 ラ イ ン 内 で 前 記 フ ッ 硝 酸 溶 液 と
混 合 す る 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ 方 法 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 前 記 金 属 粉 末 が 、 Ｓ ｉ 粉 末 ま た は Ａ ｌ 粉 末 で あ る 請 求 項 ２ ３ ～ ２ ５ の い ず れ か １ 項 に 記
載 の ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ 方 法 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 基 板 上 に 形 成 さ れ た ポ リ シ リ コ ン 膜 を ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ す る た め の 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 ポ リ シ リ コ ン 膜 を エ ッ チ ン グ す る た め の フ ッ 硝 酸 溶 液 に 紫 外 線 を 照 射 す る 工 程 と 、
　 前 記 紫 外 線 が 照 射 さ れ た 前 記 フ ッ 硝 酸 溶 液 を 用 い て 前 記 ポ リ シ リ コ ン 膜 を エ ッ チ ン グ す
る 工 程 と を 備 え た ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ 方 法 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 前 記 ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ 方 法 は 枚 葉 式 に よ り エ ッ チ ン グ を 行 い 、
　 前 記 紫 外 線 照 射 を 、 前 記 フ ッ 硝 酸 溶 液 を 供 給 す る 薬 液 吐 出 ノ ズ ル 内 を 通 過 す る 前 記 フ ッ
硝 酸 溶 液 に 対 し て 行 う 請 求 項 ２ ７ に 記 載 の ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ 方 法 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 前 記 ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ 方 法 は 枚 葉 式 に よ り エ ッ チ ン グ を 行 い 、
　 前 記 紫 外 線 照 射 を 、 エ ッ チ ン グ チ ャ ン バ ー 内 に 載 置 さ れ た 前 記 基 板 に 向 け て 行 う 請 求 項
２ ７ に 記 載 の ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ 方 法 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 前 記 ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ 方 法 は バ ッ チ 式 に よ り エ ッ チ ン グ を 行 い 、
　 前 記 紫 外 線 照 射 を 、 エ ッ チ ン グ 槽 内 に 載 置 さ れ た 前 記 基 板 に 向 け て 行 う 請 求 項 ２ ７ に 記
載 の ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ウ エ ハ 上 に 形 成 さ れ た ポ リ シ リ コ ン 膜 を 均 一 に ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ す る た め
の エ ッ チ ン グ 装 置 、 お よ び そ れ を 用 い た ポ リ シ リ コ ン 膜 の エ ッ チ ン グ 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 半 導 体 装 置 の 高 集 積 化 、 高 性 能 化 に 伴 い 、 素 子 の 微 細 化 、 ウ エ ハ の 大 口 径 化 が 進
ん で い る 。 特 に 、 大 口 径 の ウ エ ハ に 微 細 パ タ ー ン を 精 度 よ く 形 成 す る た め に は 、 加 工 工 程
に お い て ウ エ ハ 面 内 を 均 一 に エ ッ チ ン グ す る こ と が 重 要 で あ る 。 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に は
、 ウ エ ハ 面 内 を 均 一 に エ ッ チ ン グ す る た め の 方 法 の 一 例 が 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 以 下 、 従 来 の ポ リ シ リ コ ン 膜 の エ ッ チ ン グ 方 法 を 示 す 一 例 に つ い て 、 図 １ を 参 照 し な が
ら 説 明 す る 。 図 １ は 、 シ リ コ ン 基 板 １ 上 に 半 導 体 装 置 の 要 素 で あ る ゲ ー ト 電 極 を 形 成 す る
た め の 製 造 方 法 の 第 一 段 階 を 示 す 各 工 程 の 断 面 図 で あ る 。
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【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま ず 、 図 １ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 例 え ば シ リ コ ン 基 板 １ の 表 面 に 熱 酸 化 膜 ２ を 成 長 さ せ
、 続 い て ポ リ シ リ コ ン ３ を 堆 積 さ せ る 。 次 に 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 裏 面 に 成 長 し た
ポ リ シ リ コ ン ３ を ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ に よ り 除 去 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 裏 面 ポ リ シ リ コ ン 除 去 工 程 は 、 例 え ば 図 ３ ０ に 示 す よ う な 枚 葉 式 エ ッ チ ン グ 装 置 を
利 用 し 、 フ ッ 硝 酸 （ Ｈ Ｆ ： Ｈ Ｎ Ｏ 3 ＝ １ ： ８ ０ ） を 用 い て ３ ０ 秒 間 ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ を
行 う こ と に よ り 行 わ れ る 。 図 ３ ０ に お い て 、 ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ が 施 さ れ る ウ エ ハ ４ は 、
ウ エ ハ 保 持 台 ５ 上 に 保 持 さ れ る 。 ウ エ ハ 保 持 台 ５ の 上 方 に 薬 液 ノ ズ ル ３ ８ が 配 置 さ れ 、 ウ
エ ハ ４ に 対 し て エ ッ チ ン グ 液 を 吐 出 す る こ と に よ り ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ が 行 わ れ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ３ ４ ４ ６ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 の ポ リ シ リ コ ン の ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ 工 程 で は 、 図 １ （ ｂ ） に 示 し
た 裏 面 ポ リ シ リ コ ン 除 去 工 程 に お い て 、 ポ リ シ リ コ ン ３ が 均 一 に エ ッ チ ン グ さ れ 難 い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 具 体 的 に は 、 ポ リ シ リ コ ン の ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ は 、 硝 酸 に よ る シ リ コ ン の 酸 化 と フ ッ
酸 に よ る シ リ コ ン 酸 化 膜 の エ ッ チ ン グ の 競 争 反 応 に よ り 行 な わ れ る 。 こ の と き 、 硝 酸 と シ
リ コ ン の 酸 化 反 応 で 、 副 生 成 物 と し て 生 成 さ れ た 二 酸 化 窒 素 も シ リ コ ン を 酸 化 さ せ る 。 こ
の よ う に ２ 通 り の シ リ コ ン の 酸 化 反 応 が 行 な わ れ る と 、 硝 酸 の 酸 化 力 よ り 二 酸 化 窒 素 の 酸
化 力 が 大 き い た め に 、 薬 液 吐 出 部 以 外 で エ ッ チ ン グ が 加 速 し て 、 ポ リ シ リ コ ン 膜 の エ ッ チ
ン グ の ウ エ ハ 面 内 で の 均 一 性 が 低 い と い う 課 題 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 ウ エ ハ 面 内 で の 高 い 均 一 性 を も っ て
ポ リ シ リ コ ン 膜 を ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ で き る エ ッ チ ン グ 装 置 、 お よ び エ ッ チ ン グ 方 法 を 提
供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ 装 置 は 、 基 板 上 に 形 成 さ れ た ポ リ シ リ コ ン 膜 を ウ エ ッ ト エ
ッ チ ン グ す る た め の 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 第 １ の 構 成 の ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ 装 置 は 、 前 記 ポ
リ シ リ コ ン 膜 を エ ッ チ ン グ す る た め の 薬 液 を 吐 出 す る フ ッ 硝 酸 溶 液 供 給 部 と 、 前 記 フ ッ 硝
酸 溶 液 に Ｎ Ｏ 2 ガ ス を 混 合 す る Ｎ Ｏ 2 ガ ス 供 給 部 と を 備 え る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 構 成 の ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ 装 置 は 、 前 記 ポ リ シ リ コ ン 膜 を エ ッ チ ン グ す
る た め の 薬 液 を 吐 出 す る フ ッ 硝 酸 溶 液 供 給 部 と 、 前 記 フ ッ 硝 酸 溶 液 に 金 属 粉 末 を 混 合 す る
金 属 粉 末 供 給 部 と を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 第 ３ の 構 成 の ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ 装 置 は 、 前 記 ポ リ シ リ コ ン 膜 を エ ッ チ ン グ す
る た め の 薬 液 を 吐 出 す る フ ッ 硝 酸 溶 液 供 給 部 と 、 前 記 フ ッ 硝 酸 溶 液 に 紫 外 線 を 照 射 す る 紫
外 線 照 射 部 と を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ 方 法 は 、 基 板 上 に 形 成 さ れ た ポ リ シ リ コ ン 膜 を ウ エ ッ ト エ
ッ チ ン グ す る た め の 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 第 １ の 構 成 の ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ 方 法 は 、 前 記 ポ
リ シ リ コ ン 膜 を エ ッ チ ン グ す る た め の フ ッ 硝 酸 溶 液 に Ｎ Ｏ 2 ガ ス を 混 合 す る 工 程 と 、 前 記
Ｎ Ｏ 2 ガ ス が 混 合 さ れ た 前 記 フ ッ 硝 酸 溶 液 を 用 い て 前 記 ポ リ シ リ コ ン 膜 を エ ッ チ ン グ す る
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工 程 と を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 構 成 の ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ 方 法 は 、 前 記 ポ リ シ リ コ ン 膜 を エ ッ チ ン グ す
る た め の フ ッ 硝 酸 溶 液 に 金 属 粉 末 を 混 合 す る 工 程 と 、 前 記 金 属 粉 末 が 混 合 さ れ た 前 記 フ ッ
硝 酸 溶 液 を 用 い て 前 記 ポ リ シ リ コ ン 膜 を エ ッ チ ン グ す る 工 程 と を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 第 ３ の 構 成 の ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ 方 法 は 、 前 記 ポ リ シ リ コ ン 膜 を エ ッ チ ン グ す
る た め の フ ッ 硝 酸 溶 液 に 紫 外 線 を 照 射 す る 工 程 と 、 前 記 紫 外 線 が 照 射 さ れ た 前 記 フ ッ 硝 酸
溶 液 を 用 い て 前 記 ポ リ シ リ コ ン 膜 を エ ッ チ ン グ す る 工 程 と を 備 え る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の エ ッ チ ン グ 装 置 お よ び エ ッ チ ン グ 方 法 に よ れ ば 、 薬 液 吐 出 部 に お い て も Ｎ Ｏ 2

が 充 分 に 供 給 さ れ る こ と に な り 、 ウ エ ハ 面 全 体 に お い て Ｎ Ｏ 2 に よ る 酸 化 反 応 が 均 一 化 さ
れ る 。 そ の 結 果 、 ウ エ ハ 面 内 に お け る ポ リ シ リ コ ン 膜 の ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ の 均 一 性 が 改
善 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 記 本 発 明 の 第 １ の 構 成 の ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ 装 置 に お い て 、 本 ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ 装
置 は 枚 葉 式 エ ッ チ ン グ 装 置 と し て 構 成 さ れ 、 前 記 Ｎ Ｏ 2 ガ ス 供 給 部 は 、 前 記 フ ッ 硝 酸 溶 液
供 給 部 に お け る 薬 液 吐 出 ノ ズ ル 内 で 前 記 Ｎ Ｏ 2 ガ ス を 前 記 フ ッ 硝 酸 溶 液 と 混 合 す る よ う に
設 置 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 本 ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ 装 置 は バ ッ チ 式 エ ッ チ ン グ 装 置 と し て 構 成 さ れ 、 前 記 Ｎ Ｏ

2 ガ ス 供 給 部 は 、 前 記 フ ッ 硝 酸 溶 液 供 給 部 に お け る 薬 液 供 給 ラ イ ン 内 で 前 記 Ｎ Ｏ 2 ガ ス を 前
記 フ ッ 硝 酸 溶 液 と 混 合 す る よ う に 設 置 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 本 ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ 装 置 は 枚 葉 式 エ ッ チ ン グ 装 置 と し て 構 成 さ れ 、 前 記 Ｎ Ｏ 2

ガ ス 供 給 部 は 、 前 記 Ｎ Ｏ 2 ガ ス と 前 記 フ ッ 硝 酸 溶 液 供 給 部 か ら 前 記 基 板 に 向 け て 吐 出 さ れ
た 前 記 フ ッ 硝 酸 と を 、 前 記 基 板 上 に お い て 混 合 す る よ う に 設 置 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 本 ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ 装 置 は 枚 葉 式 エ ッ チ ン グ 装 置 と し て 構 成 さ れ 、 前 記 Ｎ Ｏ 2

ガ ス 供 給 部 は 、 エ ッ チ ン グ チ ャ ン バ ー 内 で 前 記 Ｎ Ｏ 2 ガ ス を 前 記 フ ッ 硝 酸 溶 液 と 混 合 す る
よ う に 設 置 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 本 ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ 装 置 は バ ッ チ 式 エ ッ チ ン グ 装 置 と し て 構 成 さ れ 、 前 記 Ｎ Ｏ

2 ガ ス 供 給 部 は 、 エ ッ チ ン グ 槽 内 で 前 記 Ｎ Ｏ 2 ガ ス を 前 記 フ ッ 硝 酸 溶 液 と 混 合 す る よ う に 設
置 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 本 ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ 装 置 は 枚 葉 式 エ ッ チ ン グ 装 置 ま た は バ ッ チ 式 エ ッ チ ン グ 装
置 と し て 構 成 さ れ 、 前 記 Ｎ Ｏ 2 ガ ス 供 給 部 は 、 前 記 フ ッ 硝 酸 溶 液 供 給 部 に お け る 薬 液 タ ン
ク 内 で 前 記 Ｎ Ｏ 2 ガ ス を 前 記 フ ッ 硝 酸 溶 液 と 混 合 す る よ う に 設 置 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 上 記 本 発 明 の 第 ２ の 構 成 の ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ 装 置 に お い て 、 本 ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ 装
置 は 枚 葉 式 エ ッ チ ン グ 装 置 と し て 構 成 さ れ 、 前 記 金 属 粉 末 供 給 部 は 、 前 記 フ ッ 硝 酸 溶 液 供
給 部 に お け る 薬 液 吐 出 ノ ズ ル 内 で 前 記 金 属 粉 末 を 前 記 フ ッ 硝 酸 溶 液 と 混 合 す る よ う に 設 置
さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 本 ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ 装 置 は バ ッ チ 式 エ ッ チ ン グ 装 置 と し て 構 成 さ れ 、 前 記 金 属
粉 末 供 給 部 は 、 前 記 フ ッ 硝 酸 溶 液 供 給 部 に お け る 薬 液 供 給 ラ イ ン 内 で 前 記 金 属 粉 末 を 前 記
フ ッ 硝 酸 溶 液 と 混 合 す る よ う に 設 置 さ れ る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 前 記 金 属 粉 末 は 、 Ｓ ｉ 粉 末 ま た は Ａ ｌ 粉 末 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 上 記 本 発 明 の 第 ３ の 構 成 の ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ 装 置 に お い て 、 本 ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ 装
置 は 枚 葉 式 エ ッ チ ン グ 装 置 と し て 構 成 さ れ 、 前 記 紫 外 線 照 射 部 は 、 前 記 フ ッ 硝 酸 溶 液 供 給
部 に お け る 薬 液 吐 出 ノ ズ ル 内 を 通 過 す る 前 記 フ ッ 硝 酸 溶 液 に 対 し て 前 記 紫 外 線 を 照 射 す る
よ う に 設 置 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 本 ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ 装 置 は 枚 葉 式 エ ッ チ ン グ 装 置 と し て 構 成 さ れ 、 前 記 紫 外 線
照 射 部 は 、 エ ッ チ ン グ チ ャ ン バ ー 内 に 載 置 さ れ た 前 記 基 板 に 向 け て 前 記 紫 外 線 を 照 射 す る
よ う に 設 置 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 本 ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ 装 置 は バ ッ チ 式 エ ッ チ ン グ 装 置 と し て 構 成 さ れ 、 前 記 紫 外
線 照 射 部 は 、 エ ッ チ ン グ 槽 内 に 載 置 さ れ た 前 記 基 板 に 向 け て 前 記 紫 外 線 を 照 射 す る よ う に
設 置 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 上 記 本 発 明 の 第 １ の 構 成 の ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ 方 法 に お い て 、 本 ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ 方
法 は 枚 葉 式 に よ り エ ッ チ ン グ を 行 い 、 前 記 Ｎ Ｏ 2 ガ ス を 、 前 記 フ ッ 硝 酸 溶 液 を 供 給 す る 薬
液 吐 出 ノ ズ ル 内 で 前 記 フ ッ 硝 酸 溶 液 と 混 合 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 本 ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ 方 法 は バ ッ チ 式 に よ り エ ッ チ ン グ を 行 い 、 前 記 Ｎ Ｏ 2 ガ ス
を 、 前 記 フ ッ 硝 酸 溶 液 を 供 給 す る 薬 液 供 給 ラ イ ン 内 で 前 記 フ ッ 硝 酸 溶 液 と 混 合 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 本 ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ 方 法 は 枚 葉 式 に よ り エ ッ チ ン グ を 行 い 、 前 記 Ｎ Ｏ 2 ガ ス を
、 前 記 基 板 に 向 け て 吐 出 さ れ た 前 記 フ ッ 硝 酸 と 前 記 基 板 上 に お い て 混 合 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 本 ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ 方 法 は 枚 葉 式 に よ り エ ッ チ ン グ を 行 い 、 前 記 Ｎ Ｏ 2 ガ ス を
、 エ ッ チ ン グ チ ャ ン バ ー 内 で 前 記 フ ッ 硝 酸 溶 液 と 混 合 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 本 ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ 方 法 は バ ッ チ 式 に よ り エ ッ チ ン グ を 行 い 、 前 記 Ｎ Ｏ 2 ガ ス
を 、 エ ッ チ ン グ 槽 内 で 前 記 フ ッ 硝 酸 溶 液 と 混 合 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 本 ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ 方 法 は 枚 葉 式 ま た は バ ッ チ 式 に よ り エ ッ チ ン グ を 行 い 、 前
記 Ｎ Ｏ 2 ガ ス を 、 前 記 フ ッ 硝 酸 溶 液 を 供 給 す る 薬 液 タ ン ク 内 で 前 記 フ ッ 硝 酸 溶 液 と 混 合 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 上 記 本 発 明 の 第 ２ の 構 成 の ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ 方 法 に お い て 、 本 ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ 方
法 は 枚 葉 式 に よ り エ ッ チ ン グ を 行 い 、 前 記 金 属 粉 末 を 、 前 記 フ ッ 硝 酸 溶 液 を 供 給 す る 薬 液
吐 出 ノ ズ ル 内 で 前 記 フ ッ 硝 酸 溶 液 と 混 合 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 本 ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ 方 法 は バ ッ チ 式 に よ り エ ッ チ ン グ を 行 い 、 前 記 金 属 粉 末 を
、 前 記 フ ッ 硝 酸 溶 液 を 供 給 す る 薬 液 供 給 ラ イ ン 内 で 前 記 フ ッ 硝 酸 溶 液 と 混 合 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 前 記 金 属 粉 末 が 、 Ｓ ｉ 粉 末 ま た は Ａ ｌ 粉 末 で あ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 上 記 本 発 明 の 第 ３ の 構 成 の ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ 方 法 に お い て 、 本 ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ 方
法 は 枚 葉 式 に よ り エ ッ チ ン グ を 行 い 、 前 記 紫 外 線 照 射 を 、 前 記 フ ッ 硝 酸 溶 液 を 供 給 す る 薬
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液 吐 出 ノ ズ ル 内 を 通 過 す る 前 記 フ ッ 硝 酸 溶 液 に 対 し て 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 本 ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ 方 法 は 枚 葉 式 に よ り エ ッ チ ン グ を 行 い 、 前 記 紫 外 線 照 射 を
、 エ ッ チ ン グ チ ャ ン バ ー 内 に 載 置 さ れ た 前 記 基 板 に 向 け て 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 本 ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ 方 法 は バ ッ チ 式 に よ り エ ッ チ ン グ を 行 い 、 前 記 紫 外 線 照 射
を 、 エ ッ チ ン グ 槽 内 に 載 置 さ れ た 前 記 基 板 に 向 け て 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 以 下 に 、 本 発 明 の 各 実 施 形 態 に お け る ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ 装 置 、 及 び ポ リ シ リ コ ン の ウ
エ ッ ト エ ッ チ ン グ 方 法 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 各 実 施 形 態 に お け る エ ッ
チ ン グ の 適 用 例 で あ る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 に お け る 工 程 は 、 図 １ に 示 し た 断 面 図 を 用 い
て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 （ 第 １ の 実 施 形 態 ）
　 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に お け る ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ 装 置 、 及 び ポ リ シ リ コ ン の ウ エ ッ
ト エ ッ チ ン グ 方 法 に つ い て 、 図 ２ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ２ は 、 本 実 施 形 態 に 用 い ら れ る 枚 葉 式 エ ッ チ ン グ 装 置 を 示 し 、 ウ エ ハ ４ は 、 ウ エ ハ 支
持 台 ５ に よ り 支 持 さ れ る 。 ウ エ ハ 支 持 台 ５ の 中 央 部 上 方 に 薬 液 ノ ズ ル ６ が 配 置 さ れ 、 ウ エ
ハ ４ に 対 し て エ ッ チ ン グ 液 を 吐 出 す る こ と に よ り ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ が 行 わ れ る 。 薬 液 ノ
ズ ル ６ の 射 出 端 部 に は 、 Ｎ Ｏ 2 供 給 ラ イ ン ７ が 結 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 上 記 構 成 の エ ッ チ ン グ 装 置 に よ り 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す 裏 面 ポ リ シ リ コ ン 除 去 工 程 に お い
て 、 ポ リ シ リ コ ン ３ の 裏 面 を 、 Ｎ Ｏ 2 を 添 加 し た フ ッ 硝 酸 に よ り 除 去 す る 。 す な わ ち 、 図
２ に 示 す よ う に 薬 液 ノ ズ ル ６ に Ｎ Ｏ 2 供 給 ラ イ ン ７ を 併 設 し て 、 フ ッ 硝 酸 （ Ｈ Ｆ ： Ｈ Ｎ Ｏ 3

＝ １ ： ８ ０ ） の 流 量 １ (ｌ /ｍ ｉ ｎ )に 対 し て 、 Ｎ Ｏ 2 を 流 量 ３ ０ （ ｌ ／ ｍ ｉ ｎ ） で 混 合 し て
か ら 吐 出 し 、 ３ ０ 秒 間 ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ を 行 う 。 Ｎ Ｏ 2 供 給 ラ イ ン ７ を 併 設 す る こ と に
よ り 、 フ ッ 硝 酸 中 の Ｎ Ｏ 2 濃 度 が 高 く な り 、 ウ エ ハ ４ 中 央 部 の エ ッ チ ン グ が 促 進 さ れ 、 ウ
エ ハ ４ 面 内 が 均 一 に エ ッ チ ン グ さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 以 下 、 フ ッ 硝 酸 に Ｎ Ｏ 2 を 混 合 す る こ と で ウ エ ハ 中 央 部 の エ ッ チ ン グ が 促 進 で き る 理 由
に つ い て 説 明 す る 。 フ ッ 硝 酸 に よ る シ リ コ ン の エ ッ チ ン グ メ カ ニ ズ ム は 、 化 学 式 （ １ ） お
よ び （ ２ ） で 示 さ れ る 。 化 学 式 （ １ ） で 示 さ れ る よ う に Ｈ Ｎ Ｏ 3 が Ｓ ｉ を 酸 化 し 、 化 学 式
（ ２ ） で 示 さ れ る よ う に Ｈ Ｆ が Ｓ ｉ Ｏ 2 を エ ッ チ ン グ す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 Ｓ ｉ ＋ ４ Ｈ Ｎ Ｏ 3 　 → 　 Ｓ ｉ Ｏ 2 ＋ ４ Ｎ Ｏ 2 ＋ ２ Ｈ 2 Ｏ 　 　 （ １ ）
　 Ｓ ｉ Ｏ 2 ＋ ６ Ｈ Ｆ 　 → 　 Ｈ 2 Ｓ ｉ Ｆ 6 ＋ ２ Ｈ 2 Ｏ 　 　 　 　 　 （ ２ ）
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ こ で 、 化 学 式 （ １ ） の 反 応 で 副 生 成 物 と し て Ｎ Ｏ 2 が 発 生 す る 。 そ し て 、 硝 酸 の 酸 化
還 元 電 位 が １ ． ０ Ｖ に 対 し て 、 Ｎ Ｏ 2 は １ ． ６ Ｖ で あ り 、 非 常 に 酸 化 力 が 強 い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 Ｎ Ｏ 2 を 混 合 し な い 従 来 の エ ッ チ ン グ 方 法 で は 、 ウ エ ハ 中 央 部 に 薬 液 を 吐 出 す る と 、 ウ
エ ハ 中 央 部 で は 硝 酸 の 酸 化 が 律 速 し て シ リ コ ン の エ ッ チ ン グ が ほ と ん ど 進 行 し な い が 、 中
央 部 以 外 （ 周 辺 部 ） で は Ｎ Ｏ 2 の 酸 化 に よ り エ ッ チ ン グ が 進 行 す る 。 こ の 結 果 、 ウ エ ハ 中
央 部 は シ リ コ ン エ ッ チ ン グ が 遅 く 、 周 辺 部 で は シ リ コ ン エ ッ チ ン グ が 早 く な り 、 ウ エ ハ 内
で の エ ッ チ ン グ の 均 一 性 が 悪 く な る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 こ れ に 対 し て 本 実 施 形 態 の よ う に 、 薬 液 吐 出 前 に Ｎ Ｏ 2 濃 度 を 高 く し て お け ば 、 ウ エ ハ
中 央 部 に も Ｎ Ｏ 2 が 充 分 に 供 給 さ れ 、 ウ エ ハ 内 の ど の 部 分 に お い て も Ｎ Ｏ 2 が 酸 化 反 応 し 、
ウ エ ハ 面 内 が 均 一 に 酸 化 さ れ 、 そ の 結 果 、 ウ エ ハ 面 内 が 均 一 に エ ッ チ ン グ で き る も の と 考
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え ら れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 ３ は 、 フ ッ 硝 酸 で シ リ コ ン を エ ッ チ ン グ し た と き の 面 内 均 一 性 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
こ の グ ラ フ よ り 、 Ｎ Ｏ 2 を 添 加 し な い 場 合 は ウ エ ハ 中 央 部 の エ ッ チ ン グ が 不 十 分 で 面 内 均
一 性 が ２ ７ ． ４ ％ か ら で あ る の に 対 し て 、 Ｎ Ｏ 2 を 添 加 す る と ウ エ ハ 中 央 部 の エ ッ チ ン グ
が 促 進 さ れ 、 面 内 均 一 性 が ２ ． ８ ％ ま で 向 上 す る こ と が わ か る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 （ 第 ２ の 実 施 形 態 ）
　 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に お け る ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ 装 置 、 及 び ポ リ シ リ コ ン の ウ エ ッ
ト エ ッ チ ン グ 方 法 に つ い て 、 図 ４ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 ４ は 、 本 実 施 形 態 に 用 い ら れ る バ ッ チ 式 エ ッ チ ン グ 装 置 を 示 し 、 エ ッ チ ン グ 槽 ８ 内 に
お い て 、 ウ エ ハ ９ が ウ エ ハ 支 持 台 １ ０ に よ り 支 持 さ れ る 。 ウ エ ハ 支 持 台 １ ０ の 下 方 に 薬 液
ノ ズ ル １ １ が 配 置 さ れ 、 ウ エ ハ ９ に 対 し て エ ッ チ ン グ 液 を 吐 出 す る こ と に よ り ウ エ ッ ト エ
ッ チ ン グ が 行 わ れ る 。 薬 液 ノ ズ ル １ １ に は 、 Ｎ Ｏ 2 供 給 ラ イ ン １ ２ が 結 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 上 記 構 成 の エ ッ チ ン グ 装 置 に よ り 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す 裏 面 ポ リ シ リ コ ン 除 去 工 程 に お い
て 、 ポ リ シ リ コ ン ３ の 裏 面 を 、 Ｎ Ｏ 2 を 添 加 し た フ ッ 硝 酸 で 除 去 す る 。 す な わ ち 、 図 ４ に
示 す よ う に 薬 液 ノ ズ ル １ １ に Ｎ Ｏ 2 供 給 ラ イ ン １ ２ を 併 設 し て 、 フ ッ 硝 酸 （ Ｈ Ｆ ： Ｈ Ｎ Ｏ 3

＝ １ ： ８ ０ ） の 流 量 ２ ０ (ｌ /ｍ ｉ ｎ )に 対 し て 、 Ｎ Ｏ 2 を 流 量 ３ ０ （ ｌ ／ ｍ ｉ ｎ ） で 混 合 し
て か ら 吐 出 し 、 ３ ０ 秒 間 ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ を 行 う 。 Ｎ Ｏ 2 供 給 ラ イ ン １ ２ を 併 設 す る こ
と に よ り 、 フ ッ 硝 酸 中 の Ｎ Ｏ 2 濃 度 が 薬 液 ノ ズ ル 全 体 に わ た っ て 高 く な り 、 ウ エ ハ ９ 面 内
が 均 一 に エ ッ チ ン グ さ れ る 。 な お 、 こ こ で Ｎ Ｏ 2 を 混 合 す る 効 果 は 、 第 １ の 実 施 形 態 の 場
合 と 同 じ 理 由 に 基 づ く 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 ５ は 、 フ ッ 硝 酸 で シ リ コ ン を エ ッ チ ン グ し た と き の 面 内 均 一 性 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
こ の グ ラ フ よ り 、 Ｎ Ｏ 2 を 添 加 し な い 場 合 は 面 内 均 一 性 が ４ ４ ． １ ％ と 悪 い が 、 Ｎ Ｏ 2 を 添
加 す る と 面 内 均 一 性 が ２ ． ６ ％ ま で 向 上 す る こ と が わ か る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 （ 第 ３ の 実 施 形 態 ）
　 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に お け る ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ 装 置 、 及 び ポ リ シ リ コ ン の ウ エ ッ
ト エ ッ チ ン グ 方 法 に つ い て 、 図 ６ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 ６ は 、 本 実 施 形 態 に 用 い ら れ る 枚 葉 式 エ ッ チ ン グ 装 置 を 示 す 。 上 述 の 装 置 と 同 様 の 要
素 に つ い て は 同 一 の 参 照 番 号 を 付 し て 、 説 明 の 重 複 を 省 略 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 薬 液 ノ
ズ ル １ ３ に Ｎ Ｏ 2 供 給 ラ イ ン １ ４ を 並 列 に 並 べ 、 ウ エ ハ ４ に Ｎ Ｏ 2 を 直 接 吹 き つ け る よ う に
構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 上 記 構 成 の エ ッ チ ン グ 装 置 に よ り 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す 裏 面 ポ リ シ リ コ ン 除 去 工 程 に お い
て 、 ポ リ シ リ コ ン ３ の 裏 面 を 、 Ｎ Ｏ 2 を 添 加 し た フ ッ 硝 酸 で 除 去 す る 。 す な わ ち 、 図 ６ に
示 す よ う に 薬 液 ノ ズ ル １ ３ に Ｎ Ｏ 2 供 給 ラ イ ン １ ４ を 並 列 に 並 べ 、 ウ エ ハ に Ｎ Ｏ 2 を 流 量 ３
０ （ ｌ ／ ｍ ｉ ｎ ） で 直 接 吹 き つ け な が ら 、 フ ッ 硝 酸 （ Ｈ Ｆ ： Ｈ Ｎ Ｏ 3 ＝ １ ： ８ ０ ） を 流 量
１ (ｌ /ｍ ｉ ｎ )で 吐 出 し 、 ３ ０ 秒 間 ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ を 行 う 。 ウ エ ハ ４ に Ｎ Ｏ 2 を 直 接 吹
き つ け る こ と に よ り 、 フ ッ 硝 酸 中 の Ｎ Ｏ 2 濃 度 が 高 く な り 、 ウ エ ハ ４ 中 央 部 の エ ッ チ ン グ
が 促 進 さ れ 、 ウ エ ハ ４ 面 内 が 均 一 に エ ッ チ ン グ さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 Ｎ Ｏ 2 を 混 合 す る 効 果 は 、 第 １ の 実 施 形 態 の 場 合 と 同 じ 理 由 に 基 づ く 。 本 実 施 形 態 で は
フ ッ 硝 酸 中 に 直 接 Ｎ Ｏ 2 を 混 合 す る わ け で は な い が 、 フ ッ 硝 酸 と Ｎ Ｏ 2 を 並 列 し て ウ エ ハ に
向 け て 放 出 す る こ と で 、 気 相 中 で 両 者 が 混 合 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】

10

20

30

40

50

(9) JP 2007-201014 A 2007.8.9



　 図 ７ は 、 フ ッ 硝 酸 で シ リ コ ン を エ ッ チ ン グ し た と き の 面 内 均 一 性 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
こ の グ ラ フ よ り 、 Ｎ Ｏ 2 を 添 加 し な い 場 合 は ウ エ ハ 中 央 部 の エ ッ チ ン グ が 不 十 分 で 面 内 均
一 性 が ２ ７ ． ４ ％ で あ る の に 対 し て 、 Ｎ Ｏ 2 を 添 加 す る と ウ エ ハ 中 央 部 の エ ッ チ ン グ が 促
進 さ れ 、 面 内 均 一 性 が ４ ． ０ ％ ま で 向 上 す る こ と が わ か る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 （ 第 ４ の 実 施 形 態 ）
　 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 に お け る ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ 装 置 、 及 び ポ リ シ リ コ ン の ウ エ ッ
ト エ ッ チ ン グ 方 法 に つ い て 、 図 ８ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 図 ８ は 、 本 実 施 形 態 に 用 い ら れ る 枚 葉 式 エ ッ チ ン グ 装 置 を 示 す 。 上 述 の 装 置 と 同 様 の 要
素 に つ い て は 同 一 の 参 照 番 号 を 付 し て 、 説 明 の 重 複 を 省 略 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 薬 液 ノ
ズ ル １ ５ に 薬 液 を 供 給 す る 薬 液 タ ン ク １ ６ に 、 Ｎ Ｏ 2 供 給 ラ イ ン １ ７ が 併 設 さ れ る 。 Ｎ Ｏ 2

供 給 ラ イ ン １ ７ か ら 、 薬 液 タ ン ク １ ６ 中 の フ ッ 硝 酸 （ Ｈ Ｆ ： Ｈ Ｎ Ｏ 3 ＝ １ ： ８ ０ ） に Ｎ Ｏ 2

を 溶 け 込 ま せ て 、 飽 和 状 態 に す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 上 記 構 成 の エ ッ チ ン グ 装 置 に よ り 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す 裏 面 ポ リ シ リ コ ン 除 去 工 程 に お い
て 、 ポ リ シ リ コ ン ３ の 裏 面 を 、 Ｎ Ｏ 2 を 添 加 し た フ ッ 硝 酸 で 除 去 す る 。 す な わ ち 、 図 ８ に
示 す よ う に 、 薬 液 タ ン ク １ ６ に Ｎ Ｏ 2 供 給 ラ イ ン ８ ５ を 併 設 し て 、 Ｎ Ｏ 2 を 飽 和 状 態 に 溶 け
込 ま せ た フ ッ 硝 酸 を 流 量 １ (ｌ /ｍ ｉ ｎ )で 薬 液 ノ ズ ル １ ５ か ら 吐 出 し 、 ３ ０ 秒 間 ウ エ ッ ト
エ ッ チ ン グ を 行 な う 。 Ｎ Ｏ 2 を 飽 和 状 態 に 溶 け 込 ま せ た フ ッ 硝 酸 を 用 い る こ と に よ り 、 フ
ッ 硝 酸 中 の Ｎ Ｏ 2 濃 度 が 薬 液 ノ ズ ル 全 体 に わ た っ て 高 く な り 、 ウ エ ハ ４ 面 内 が 均 一 に エ ッ
チ ン グ さ れ る 。 な お 、 Ｎ Ｏ 2 を 混 合 す る 効 果 は 、 第 １ の 実 施 形 態 の 場 合 と 同 じ 理 由 に 基 づ
く 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 図 ９ は 、 フ ッ 硝 酸 で シ リ コ ン を エ ッ チ ン グ し た と き の 面 内 均 一 性 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
こ の グ ラ フ よ り 、 Ｎ Ｏ 2 を 添 加 し な い 場 合 は ウ エ ハ 中 央 部 の エ ッ チ ン グ が 不 十 分 で 面 内 均
一 性 が ２ ７ ． ４ ％ で あ る の に 対 し て 、 Ｎ Ｏ 2 を 添 加 す る と ウ エ ハ 中 央 部 の エ ッ チ ン グ が 促
進 さ れ 、 面 内 均 一 性 が ２ ． ８ ％ ま で 向 上 す る こ と が わ か る 。
（ 第 ５ の 実 施 形 態 ）
　 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 形 態 に お け る ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ 装 置 、 及 び ポ リ シ リ コ ン の ウ エ ッ
ト エ ッ チ ン グ 方 法 に つ い て 、 図 １ ０ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 図 １ ０ は 、 本 実 施 形 態 に 用 い ら れ る バ ッ チ 式 エ ッ チ ン グ 装 置 を 示 す 。 上 述 の 装 置 と 同 様
の 要 素 に つ い て は 同 一 の 参 照 番 号 を 付 し て 、 説 明 の 重 複 を 省 略 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 薬
液 ノ ズ ル １ ８ に 薬 液 を 供 給 す る 薬 液 タ ン ク １ ９ に 、 Ｎ Ｏ 2 供 給 ラ イ ン ２ ０ が 併 設 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 上 記 構 成 の エ ッ チ ン グ 装 置 に よ り 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す 裏 面 ポ リ シ リ コ ン 除 去 工 程 に お い
て 、 ポ リ シ リ コ ン ３ の 裏 面 を 、 Ｎ Ｏ 2 を 添 加 し た フ ッ 硝 酸 で 除 去 す る 。 す な わ ち 、 図 １ ０
に 示 す よ う に 、 Ｎ Ｏ 2 供 給 ラ イ ン ２ ０ か ら フ ッ 硝 酸 （ Ｈ Ｆ ： Ｈ Ｎ Ｏ 3 ＝ １ ： ８ ０ ） に Ｎ Ｏ 2

を 溶 け 込 ま せ て 、 飽 和 状 態 に す る 。 こ の Ｎ Ｏ 2 を 飽 和 状 態 に 溶 け 込 ま せ た フ ッ 硝 酸 を 流 量
２ ０ (ｌ /ｍ ｉ ｎ )で 薬 液 ノ ズ ル １ ８ か ら 吐 出 し 、 ３ ０ 秒 間 ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ を 行 な う 。
こ れ に よ り 、 フ ッ 硝 酸 中 の Ｎ Ｏ 2 濃 度 が 薬 液 ノ ズ ル １ ８ 全 体 に わ た っ て 高 く な り 、 ウ エ ハ
９ 面 内 が 均 一 に エ ッ チ ン グ さ れ る 。 Ｎ Ｏ 2 を 混 合 す る 効 果 は 、 第 １ の 実 施 形 態 の 場 合 と 同
じ 理 由 に 基 づ く 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 図 １ １ は 、 フ ッ 硝 酸 で シ リ コ ン を エ ッ チ ン グ し た と き の 面 内 均 一 性 を 示 す グ ラ フ で あ る
。 こ の グ ラ フ よ り 、 Ｎ Ｏ 2 を 添 加 し な い 状 態 で は 面 内 均 一 性 が ４ ４ ． １ ％ と 悪 い が 、 Ｎ Ｏ 2

を 添 加 す る と 面 内 均 一 性 が ２ ． ６ ％ ま で 向 上 す る こ と が わ か る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 （ 第 ６ の 実 施 形 態 ）
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　 本 発 明 の 第 ６ の 実 施 形 態 に お け る ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ 装 置 、 及 び ポ リ シ リ コ ン の ウ エ ッ
ト エ ッ チ ン グ 方 法 に つ い て 、 図 １ ２ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 図 １ ２ は 、 本 実 施 形 態 に 用 い ら れ る 枚 葉 式 エ ッ チ ン グ 装 置 を 示 す 。 上 述 の 装 置 と 同 様 の
要 素 に つ い て は 同 一 の 参 照 番 号 を 付 し て 、 説 明 の 重 複 を 省 略 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 エ ッ
チ ン グ チ ャ ン バ ー ２ １ に 、 薬 液 ノ ズ ル ２ ２ と Ｎ Ｏ 2 供 給 ラ イ ン ２ ３ が 併 設 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 上 記 構 成 の エ ッ チ ン グ 装 置 に よ り 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す 裏 面 ポ リ シ リ コ ン 除 去 工 程 に お い
て 、 ポ リ シ リ コ ン ３ の 裏 面 を 、 フ ッ 硝 酸 で 除 去 す る 。 こ れ 自 体 は 従 来 技 術 と 同 様 で あ る が
、 本 実 施 形 態 に お い て は さ ら に 、 Ｎ Ｏ 2 供 給 ラ イ ン ２ ３ に よ り 、 エ ッ チ ン グ チ ャ ン バ ー ２
１ 内 を Ｎ Ｏ 2 雰 囲 気 に す る 。 こ の Ｎ Ｏ 2 雰 囲 気 の 中 で 、 ポ リ シ リ コ ン ３ の 裏 面 を 、 フ ッ 硝 酸
（ Ｈ Ｆ ： Ｈ Ｎ Ｏ 3 ＝ １ ： ８ ０ ） を 流 量 １ (ｌ /ｍ ｉ ｎ )で 用 い て ３ ０ 秒 間 ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ
を 行 う 。 こ れ に よ り 、 エ ッ チ ン グ チ ャ ン バ ー ２ １ 内 の Ｎ Ｏ 2 濃 度 が 高 く な り 、 ウ エ ハ ４ 面
内 が 均 一 に エ ッ チ ン グ さ れ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 Ｎ Ｏ 2 を 混 合 す る 効 果 は 、 第 １ の 実 施 形 態 の 場 合 と 同 じ 理 由 に 基 づ く 。 本 実 施 形 態 で は
フ ッ 硝 酸 中 に 直 接 Ｎ Ｏ 2 を 混 合 す る わ け で は な い が 、 フ ッ 硝 酸 を Ｎ Ｏ 2 雰 囲 気 下 で ウ エ ハ に
向 け て 吐 出 す る こ と で 、 気 相 中 で 両 者 が 混 合 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 図 １ ３ は 、 フ ッ 硝 酸 で シ リ コ ン を エ ッ チ ン グ し た と き の 面 内 均 一 性 を 示 す グ ラ フ で あ る
。 こ の グ ラ フ よ り 、 Ｎ Ｏ 2 を 添 加 し な い 場 合 は ウ エ ハ 中 央 部 の エ ッ チ ン グ が 不 十 分 で 面 内
均 一 性 が ２ ７ ． ４ ％ で あ る の に 対 し て 、 Ｎ Ｏ 2 を 添 加 す る と ウ エ ハ 中 央 部 の エ ッ チ ン グ が
促 進 さ れ 、 面 内 均 一 性 が ２ ． ８ ％ ま で 向 上 す る こ と が わ か る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 （ 第 ７ の 実 施 形 態 ）
　 本 発 明 の 第 ７ の 実 施 形 態 に お け る ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ 装 置 、 及 び ポ リ シ リ コ ン の ウ エ ッ
ト エ ッ チ ン グ 方 法 に つ い て 、 図 １ ４ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 図 １ ４ は 、 本 実 施 形 態 に 用 い ら れ る バ ッ チ 式 エ ッ チ ン グ 装 置 を 示 す 。 上 述 の 装 置 と 同 様
の 要 素 に つ い て は 同 一 の 参 照 番 号 を 付 し て 、 説 明 の 重 複 を 省 略 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 エ
ッ チ ン グ 槽 ８ に 、 薬 液 ノ ズ ル １ ８ と Ｎ Ｏ 2 供 給 ラ イ ン ２ ４ が 併 設 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 上 記 構 成 の エ ッ チ ン グ 装 置 に よ り 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す 裏 面 ポ リ シ リ コ ン 除 去 工 程 に お い
て 、 ポ リ シ リ コ ン ３ の 裏 面 を 、 Ｎ Ｏ 2 を 添 加 し た フ ッ 硝 酸 で 除 去 す る 。 す な わ ち 、 Ｎ Ｏ 2 供
給 ラ イ ン ２ ４ か ら 薬 液 中 に Ｎ Ｏ 2 ガ ス を 供 給 し 、 ３ ０ 秒 間 ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ を 行 な う 。
こ れ に よ り 薬 液 中 の Ｎ Ｏ 2 濃 度 が エ ッ チ ン グ 槽 ８ 全 体 に わ た っ て 高 く な り 、 ウ エ ハ ９ 面 内
が 均 一 に エ ッ チ ン グ さ れ る 。 Ｎ Ｏ 2 を 混 合 す る 効 果 は 、 第 １ の 実 施 形 態 の 場 合 と 同 じ 理 由
に 基 づ く 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 図 １ ５ は 、 フ ッ 硝 酸 で シ リ コ ン を エ ッ チ ン グ し た と き の 面 内 均 一 性 を 示 す グ ラ フ で あ る
。 こ の グ ラ フ よ り 、 Ｎ Ｏ 2 を 添 加 し な い 状 態 で は 面 内 均 一 性 が ４ ４ ． １ ％ と 悪 い が 、 Ｎ Ｏ 2

を 添 加 す る と 面 内 均 一 性 が ２ ． ６ ％ ま で 向 上 す る こ と が わ か る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 （ 第 ８ の 実 施 形 態 ）
　 本 発 明 の 第 ８ の 実 施 形 態 に お け る ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ 装 置 、 及 び ポ リ シ リ コ ン の ウ エ ッ
ト エ ッ チ ン グ 方 法 に つ い て 、 図 １ ６ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 図 １ ６ は 、 本 実 施 形 態 に 用 い ら れ る 枚 葉 式 エ ッ チ ン グ 装 置 を 示 す 。 上 述 の 装 置 と 同 様 の
要 素 に つ い て は 同 一 の 参 照 番 号 を 付 し て 、 説 明 の 重 複 を 省 略 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 薬 液
ノ ズ ル ２ ５ に Ｓ ｉ 粉 末 供 給 ラ イ ン ２ ６ が 併 設 さ れ る 。
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【 ０ ０ ７ ９ 】
　 上 記 構 成 の エ ッ チ ン グ 装 置 に よ り 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す 裏 面 ポ リ シ リ コ ン 除 去 工 程 に お い
て 、 ポ リ シ リ コ ン ３ の 裏 面 を 、 Ｓ ｉ 粉 末 を 混 合 し た フ ッ 硝 酸 で 除 去 す る 。 す な わ ち 、 薬 液
ノ ズ ル ２ ５ に Ｓ ｉ 粉 末 供 給 ラ イ ン ２ ６ を 併 設 す る こ と に よ り 、 フ ッ 硝 酸 （ Ｈ Ｆ ： Ｈ Ｎ Ｏ 3

＝ １ ： ８ ０ ） を 流 量 １ (ｌ /ｍ ｉ ｎ )で Ｓ ｉ 粉 末 を 混 合 し て か ら 吐 出 し 、 ３ ０ 秒 間 ウ エ ッ ト
エ ッ チ ン グ を 行 う 。 こ れ に よ り 、 結 果 的 に フ ッ 硝 酸 中 の Ｎ Ｏ 2 濃 度 が 高 く な り 、 ウ エ ハ ４
中 央 部 の エ ッ チ ン グ が 促 進 さ れ 、 ウ エ ハ 面 内 が 均 一 に エ ッ チ ン グ さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 以 下 、 フ ッ 硝 酸 に Ｓ ｉ 粉 末 を 混 合 す る こ と で ウ エ ハ 中 央 部 の エ ッ チ ン グ が 促 進 で き る 理
由 を 説 明 す る 。 フ ッ 硝 酸 に Ｓ ｉ 粉 末 を 混 合 す る こ と に よ り 、 ま ず フ ッ 硝 酸 が Ｓ ｉ 粉 末 を エ
ッ チ ン グ す る 。 こ の 反 応 過 程 で 上 記 化 学 式 （ １ ） に 示 す よ う に 、 Ｎ Ｏ 2 が 副 生 成 物 と し て
生 成 さ れ 、 こ れ に よ り フ ッ 硝 酸 中 の Ｎ Ｏ 2 濃 度 が 高 く な る 。 以 降 の エ ッ チ ン グ メ カ ニ ズ ム
は 第 １ の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た と お り で あ り 、 ウ エ ハ 面 内 が 均 一 に エ ッ チ ン グ さ れ る
こ と に な る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 図 １ ７ は 、 フ ッ 硝 酸 で シ リ コ ン を エ ッ チ ン グ し た と き の 面 内 均 一 性 を 示 す グ ラ フ で あ る
。 こ の グ ラ フ よ り 、 Ｓ ｉ 粉 末 を 混 合 し な い 場 合 は ウ エ ハ 中 央 部 の エ ッ チ ン グ が 不 十 分 で 面
内 均 一 性 が ２ ７ ． ４ ％ で あ る の に 対 し て 、 Ｓ ｉ 粉 末 を 混 合 す る と ウ エ ハ 中 央 部 の エ ッ チ ン
グ が 促 進 さ れ 、 面 内 均 一 性 が ４ ． ０ ％ ま で 向 上 す る こ と が わ か る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 （ 第 ９ の 実 施 形 態 ）
　 本 発 明 の 第 ９ の 実 施 形 態 に お け る ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ 装 置 、 及 び ポ リ シ リ コ ン の ウ エ ッ
ト エ ッ チ ン グ 方 法 に つ い て 、 図 １ ８ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 図 １ ８ は 、 本 実 施 形 態 に 用 い ら れ る 枚 葉 式 エ ッ チ ン グ 装 置 を 示 す 。 上 述 の 装 置 と 同 様 の
要 素 に つ い て は 同 一 の 参 照 番 号 を 付 し て 、 説 明 の 重 複 を 省 略 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 薬 液
ノ ズ ル ２ ７ に エ ッ チ ン グ 液 を 供 給 す る 薬 液 ラ イ ン ２ ８ に 、 Ａ ｌ 粉 末 供 給 ラ イ ン ２ ９ が 併 設
さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 上 記 構 成 の エ ッ チ ン グ 装 置 に よ り 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す 裏 面 ポ リ シ リ コ ン 除 去 工 程 に お い
て 、 ポ リ シ リ コ ン ３ の 裏 面 を 、 Ａ ｌ 粉 末 を 混 合 し た フ ッ 硝 酸 で 除 去 す る 。 す な わ ち 、 薬 液
ラ イ ン ２ ８ に Ａ ｌ 粉 末 供 給 ラ イ ン ２ ９ を 併 設 す る こ と に よ り 、 フ ッ 硝 酸 （ Ｈ Ｆ ： Ｈ Ｎ Ｏ 3

＝ １ ： ８ ０ ） を 流 量 １ (ｌ /ｍ ｉ ｎ )で Ａ ｌ 粉 末 を 混 合 し て か ら 吐 出 し 、 ３ ０ 秒 間 ウ エ ッ ト
エ ッ チ ン グ を 行 う 。 こ れ に よ り 、 結 果 的 に フ ッ 硝 酸 中 の Ｎ Ｏ 2 濃 度 が 高 く な り 、 ウ エ ハ ４
中 央 部 の エ ッ チ ン グ が 促 進 さ れ 、 ウ エ ハ ４ 面 内 が 均 一 に エ ッ チ ン グ さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 以 下 、 フ ッ 硝 酸 に Ａ ｌ 粉 末 を 混 合 す る こ と で ウ エ ハ 中 央 部 の エ ッ チ ン グ が 促 進 で き る 理
由 を 説 明 す る 。 フ ッ 硝 酸 に Ａ ｌ 粉 末 を 混 合 す る こ と に よ り 、 ま ず Ａ ｌ と 硝 酸 が 以 下 の 化 学
式 （ ３ ） の 反 応 を す る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 ２ Ａ ｌ ＋ ２ Ｈ Ｎ Ｏ 3 → Ａ ｌ 2 Ｏ 3 ＋ Ｈ 2 Ｏ ＋ Ｎ Ｏ 2 　 　 　 　 （ ３ ）
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 化 学 式 （ ３ ） の 反 応 に よ り Ｎ Ｏ 2 が 生 成 さ れ 、 こ れ に よ り フ ッ 硝 酸 中 の Ｎ Ｏ 2 濃 度 が 高 く
な る 。 以 降 の エ ッ チ ン グ メ カ ニ ズ ム は 第 １ の 実 施 形 態 に お い て 説 明 し た と お り で あ り 、 ウ
エ ハ 面 内 が 均 一 に エ ッ チ ン グ さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 図 １ ９ は 、 フ ッ 硝 酸 で シ リ コ ン を エ ッ チ ン グ し た と き の 面 内 均 一 性 を 示 す グ ラ フ で あ る
。 こ の グ ラ フ よ り 、 Ａ ｌ 粉 末 を 混 合 し な い 場 合 は ウ エ ハ 中 央 部 の エ ッ チ ン グ が 不 十 分 で 面
内 均 一 性 が ２ ７ ． ４ ％ で あ る の に 対 し て 、 Ａ ｌ 粉 末 を 混 合 す る と ウ エ ハ 中 央 部 の エ ッ チ ン
グ が 促 進 さ れ 、 面 内 均 一 性 が ４ ． ０ ％ ま で 向 上 す る こ と が わ か る 。
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【 ０ ０ ８ ９ 】
　 （ 第 １ ０ の 実 施 形 態 ）
　 本 発 明 の 第 １ ０ の 実 施 形 態 に お け る ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ 装 置 、 及 び ポ リ シ リ コ ン の ウ エ
ッ ト エ ッ チ ン グ 方 法 に つ い て 、 図 ２ ０ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 図 ２ ０ は 、 本 実 施 形 態 に 用 い ら れ る バ ッ チ 式 エ ッ チ ン グ 装 置 を 示 す 。 上 述 の 装 置 と 同 様
の 要 素 に つ い て は 同 一 の 参 照 番 号 を 付 し て 、 説 明 の 重 複 を 省 略 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 薬
液 ノ ズ ル ３ ０ へ の 薬 液 供 給 ラ イ ン に Ｓ ｉ 粉 末 供 給 ラ イ ン ３ １ が 併 設 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 上 記 構 成 の エ ッ チ ン グ 装 置 に よ り 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す 裏 面 ポ リ シ リ コ ン 除 去 工 程 に お い
て 、 ポ リ シ リ コ ン ３ の 裏 面 を 、 Ｓ ｉ 粉 末 を 混 合 し た フ ッ 硝 酸 で 除 去 す る 。 す な わ ち 、 薬 液
供 給 ラ イ ン に Ｓ ｉ 粉 末 供 給 ラ イ ン ３ １ を 併 設 し て 、 フ ッ 硝 酸 （ Ｈ Ｆ ： Ｈ Ｎ Ｏ 3 ＝ １ ： ８ ０
） を 流 量 ２ ０ (ｌ /ｍ ｉ ｎ )で Ｓ ｉ 粉 末 を 混 合 し て か ら 吐 出 し 、 ３ ０ 秒 間 ウ エ ッ ト エ ッ チ ン
グ を 行 う 。 こ れ に よ り 、 結 果 的 に フ ッ 硝 酸 中 の Ｎ Ｏ 2 濃 度 が 高 く な り 、 ウ エ ハ ９ 面 内 が 均
一 に エ ッ チ ン グ さ れ る 。 Ｓ ｉ 粉 末 を 混 合 す る 効 果 は 、 第 ８ の 実 施 形 態 の 場 合 と 同 じ 理 由 に
基 づ く 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 図 ２ １ は 、 フ ッ 硝 酸 で シ リ コ ン を エ ッ チ ン グ し た と き の 面 内 均 一 性 を 示 す グ ラ フ で あ る
。 こ の グ ラ フ よ り 、 Ｓ ｉ 粉 末 を 混 合 し な い 状 態 で は 面 内 均 一 性 が ４ ４ ． １ ％ と 悪 い が 、 Ｓ
ｉ 粉 末 を 混 合 す る と 面 内 均 一 性 が ２ ． ５ ％ ま で 向 上 す る こ と が わ か る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 （ 第 １ １ の 実 施 形 態 ）
　 本 発 明 の 第 １ １ の 実 施 形 態 に お け る ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ 装 置 、 及 び ポ リ シ リ コ ン の ウ エ
ッ ト エ ッ チ ン グ 方 法 に つ い て 、 図 ２ ２ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 図 ２ ２ は 、 本 実 施 形 態 に 用 い ら れ る バ ッ チ 式 エ ッ チ ン グ 装 置 を 示 す 。 上 述 の 装 置 と 同 様
の 要 素 に つ い て は 同 一 の 参 照 番 号 を 付 し て 、 説 明 の 重 複 を 省 略 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 薬
液 ノ ズ ル ３ ２ へ の 薬 液 供 給 ラ イ ン に Ａ ｌ 粉 末 供 給 ラ イ ン ３ ３ が 併 設 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 上 記 構 成 の エ ッ チ ン グ 装 置 に よ り 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す 裏 面 ポ リ シ リ コ ン 除 去 工 程 に お い
て 、 ポ リ シ リ コ ン ３ の 裏 面 を 、 Ａ ｌ 粉 末 を 混 合 し た フ ッ 硝 酸 で 除 去 す る 。 す な わ ち 、 薬 液
ラ イ ン に Ａ ｌ 粉 末 供 給 ラ イ ン ３ ３ を 併 設 し て 、 フ ッ 硝 酸 （ Ｈ Ｆ ： Ｈ Ｎ Ｏ 3 ＝ １ ： ８ ０ ） を
流 量 ２ ０ (ｌ /ｍ ｉ ｎ )で Ａ ｌ 粉 末 を 混 合 し て か ら 吐 出 し 、 ３ ０ 秒 間 ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ を
行 う 。 こ れ に よ り 、 結 果 的 に フ ッ 硝 酸 中 の Ｎ Ｏ 2 濃 度 が 高 く な り 、 ウ エ ハ ９ 面 内 が 均 一 に
エ ッ チ ン グ さ れ る 。 Ａ ｌ 粉 末 を 混 合 す る 効 果 は 、 第 ９ の 実 施 形 態 の 場 合 と 同 じ 理 由 に 基 づ
く 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 図 ２ ３ は 、 フ ッ 硝 酸 で シ リ コ ン を エ ッ チ ン グ し た と き の 面 内 均 一 性 を 示 す グ ラ フ で あ る
。 こ の グ ラ フ よ り 、 Ａ ｌ 粉 末 を 混 合 し な い 状 態 で は 面 内 均 一 性 が ４ ４ ． １ ％ と 悪 い が 、 Ａ
ｌ 粉 末 を 混 合 す る と 面 内 均 一 性 が ２ ． ５ ％ ま で 向 上 す る こ と が わ か る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 （ 第 １ ２ の 実 施 形 態 ）
　 本 発 明 の 第 １ ２ の 実 施 形 態 に お け る ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ 装 置 、 及 び ポ リ シ リ コ ン の ウ エ
ッ ト エ ッ チ ン グ 方 法 に つ い て 、 図 ２ ４ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 図 ２ ４ は 、 本 実 施 形 態 に 用 い ら れ る 枚 葉 式 エ ッ チ ン グ 装 置 を 示 す 。 上 述 の 装 置 と 同 様 の
要 素 に つ い て は 同 一 の 参 照 番 号 を 付 し て 、 説 明 の 重 複 を 省 略 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 薬 液
ノ ズ ル ３ ４ に 紫 外 線 照 射 装 置 ３ ５ が 併 設 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 上 記 構 成 の エ ッ チ ン グ 装 置 に よ り 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す 裏 面 ポ リ シ リ コ ン 除 去 工 程 に お い
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て 、 ポ リ シ リ コ ン ３ の 裏 面 を フ ッ 硝 酸 で 除 去 す る が 、 そ の 際 に フ ッ 硝 酸 に 紫 外 線 を 照 射 す
る 。 す な わ ち 、 紫 外 線 照 射 装 置 ３ ５ に よ り 、 フ ッ 硝 酸 （ Ｈ Ｆ ： Ｈ Ｎ Ｏ 3 ＝ １ ： ８ ０ ） を 流
量 １ (ｌ /ｍ ｉ ｎ )で 波 長 ２ ２ ０ ｎ ｍ の 紫 外 線 を さ せ て か ら 吐 出 す る 。 こ れ に よ り 、 フ ッ 硝
酸 中 の 硝 酸 が 光 分 解 し 、 Ｎ Ｏ 2 が 発 生 し て 、 結 果 的 に フ ッ 硝 酸 中 の Ｎ Ｏ 2 濃 度 が 高 く な り 、
ウ エ ハ ４ 中 央 部 の エ ッ チ ン グ が 促 進 さ れ 、 ウ エ ハ 面 内 が 均 一 に エ ッ チ ン グ さ れ る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 図 ２ ５ は 、 フ ッ 硝 酸 で シ リ コ ン を エ ッ チ ン グ し た と き の 面 内 均 一 性 を 示 す グ ラ フ で あ る
。 こ の グ ラ フ よ り 、 紫 外 線 を 照 射 し な い 場 合 は ウ エ ハ 中 央 部 の エ ッ チ ン グ が 不 十 分 で 面 内
均 一 性 が ２ ７ ． ４ ％ で あ る の に 対 し て 、 紫 外 線 を 照 射 す る と ウ エ ハ 中 央 部 の エ ッ チ ン グ が
促 進 さ れ 、 面 内 均 一 性 が ２ ． ８ ％ ま で 向 上 す る こ と が わ か る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 （ 第 １ ３ の 実 施 形 態 ）
　 本 発 明 の 第 １ ３ の 実 施 形 態 に お け る ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ 装 置 、 及 び ポ リ シ リ コ ン の ウ エ
ッ ト エ ッ チ ン グ 方 法 に つ い て 、 図 ２ ６ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 図 ２ ６ は 、 本 実 施 形 態 に 用 い ら れ る 枚 葉 式 エ ッ チ ン グ 装 置 を 示 す 。 上 述 の 装 置 と 同 様 の
要 素 に つ い て は 同 一 の 参 照 番 号 を 付 し て 、 説 明 の 重 複 を 省 略 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 エ ッ
チ ン グ チ ャ ン バ ー ２ １ に 紫 外 線 照 射 装 置 ３ ６ が 設 置 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 上 記 構 成 の エ ッ チ ン グ 装 置 に よ り 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す 裏 面 ポ リ シ リ コ ン 除 去 工 程 に お い
て 、 ポ リ シ リ コ ン ３ の 裏 面 を フ ッ 硝 酸 で 除 去 す る が 、 そ の 際 に ウ エ ハ に 紫 外 線 を 照 射 す る
。 す な わ ち 、 紫 外 線 照 射 装 置 ３ ６ か ら ウ エ ハ ４ に 波 長 ２ ２ ０ ｎ ｍ の 紫 外 線 を 照 射 さ せ な が
ら 、 薬 液 ノ ズ ル ２ ２ か ら フ ッ 硝 酸 を 流 量 １ (ｌ /ｍ ｉ ｎ )で 吐 出 す る 。 こ れ に よ り 、 フ ッ 硝
酸 中 の 硝 酸 が 光 分 解 し 、 Ｎ Ｏ 2 が 発 生 し て 、 結 果 的 に フ ッ 硝 酸 中 の Ｎ Ｏ 2 濃 度 が 高 く な り 、
ウ エ ハ ４ 中 央 部 の エ ッ チ ン グ が 促 進 さ れ 、 ウ エ ハ 面 内 が 均 一 に エ ッ チ ン グ さ れ る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 図 ２ ７ は 、 フ ッ 硝 酸 で シ リ コ ン を エ ッ チ ン グ し た と き の 面 内 均 一 性 を 示 す グ ラ フ で あ る
。 こ の グ ラ フ よ り 、 紫 外 線 を 照 射 し な い 場 合 は ウ エ ハ 中 央 部 の エ ッ チ ン グ が 不 十 分 で 面 内
均 一 性 が ２ ７ ． ４ ％ で あ る の に 対 し て 、 紫 外 線 を 照 射 す る と ウ エ ハ 中 央 部 の エ ッ チ ン グ が
促 進 さ れ 、 面 内 均 一 性 が ２ ． ８ ％ ま で 向 上 す る こ と が わ か る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 （ 第 １ ４ の 実 施 形 態 ）
　 本 発 明 の 第 １ ４ の 実 施 形 態 に お け る ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ 装 置 、 及 び ポ リ シ リ コ ン の ウ エ
ッ ト エ ッ チ ン グ 方 法 に つ い て 、 図 ２ ８ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 図 ２ ８ は 、 本 実 施 形 態 に 用 い ら れ る バ ッ チ 式 エ ッ チ ン グ 装 置 を 示 す 。 上 述 の 装 置 と 同 様
の 要 素 に つ い て は 同 一 の 参 照 番 号 を 付 し て 、 説 明 の 重 複 を 省 略 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 エ
ッ チ ン グ 槽 ８ に 紫 外 線 照 射 装 置 ３ ７ が 設 置 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 上 記 構 成 の エ ッ チ ン グ 装 置 に よ り 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す 裏 面 ポ リ シ リ コ ン 除 去 工 程 に お い
て 、 ポ リ シ リ コ ン ３ の 裏 面 を フ ッ 硝 酸 で 除 去 す る が 、 そ の 際 に ウ エ ハ に 紫 外 線 を 照 射 す る
。 す な わ ち 、 紫 外 線 照 射 装 置 ３ ７ か ら ウ エ ハ ９ に 波 長 ２ ２ ０ ｎ ｍ の 紫 外 線 を 照 射 さ せ な が
ら 、 薬 液 ノ ズ ル １ ８ か ら フ ッ 硝 酸 を 流 量 ２ ０ (ｌ /ｍ ｉ ｎ )で 吐 出 す る 。 こ れ に よ り 、 フ ッ
硝 酸 中 の 硝 酸 が 光 分 解 し 、 Ｎ Ｏ 2 が 発 生 し て 、 結 果 的 に フ ッ 硝 酸 中 の Ｎ Ｏ 2 濃 度 が 高 く な り
、 ウ エ ハ ９ 中 央 部 の エ ッ チ ン グ が 促 進 さ れ 、 ウ エ ハ 面 内 が 均 一 に エ ッ チ ン グ さ れ る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 図 ２ ９ は 、 フ ッ 硝 酸 で シ リ コ ン を エ ッ チ ン グ し た と き の 面 内 均 一 性 を 示 す グ ラ フ で あ る
。 こ の グ ラ フ よ り 、 紫 外 線 を 照 射 し な い 状 態 で は 面 内 均 一 性 が ４ ４ ． １ ％ と 悪 い が 、 紫 外
線 を 照 射 す る と 面 内 均 一 性 が ２ ． ６ ％ ま で 向 上 す る こ と が わ か る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
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【 ０ １ ０ ９ 】
　 本 発 明 の エ ッ チ ン グ 装 置 お よ び エ ッ チ ン グ 方 法 は 、 ウ エ ハ 面 内 に お い て ポ リ シ リ コ ン 膜
を 均 一 に ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ す る こ と を 可 能 と す る も の で あ り 、 特 に 、 ウ エ ハ 裏 面 上 に 形
成 さ れ た ポ リ シ リ コ ン 膜 の ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ 等 に 有 効 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ １ ０ 】
【 図 １ 】 （ ａ ） 及 び （ ｂ ） は 、 ポ リ シ リ コ ン の エ ッ チ ン グ 例 を 示 す 各 工 程 の 断 面 図
【 図 ２ 】 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 枚 葉 式 エ ッ チ ン グ 装 置 の 模 式 断 面 図
【 図 ３ 】 ポ リ シ リ コ ン エ ッ チ ン グ 量 の 面 内 分 布 を 示 す グ ラ フ
【 図 ４ 】 第 ２ の 実 施 形 態 に お け る バ ッ チ 式 エ ッ チ ン グ 装 置 の 模 式 断 面 図
【 図 ５ 】 ポ リ シ リ コ ン エ ッ チ ン グ 量 の 面 内 分 布 を 示 す グ ラ フ
【 図 ６ 】 第 ３ の 実 施 形 態 に お け る 枚 葉 式 エ ッ チ ン グ 装 置 の 模 式 断 面 図
【 図 ７ 】 ポ リ シ リ コ ン エ ッ チ ン グ 量 の 面 内 分 布 を 示 す グ ラ フ
【 図 ８ 】 第 ４ の 実 施 形 態 に お け る 枚 葉 式 エ ッ チ ン グ 装 置 の 模 式 断 面 図
【 図 ９ 】 ポ リ シ リ コ ン エ ッ チ ン グ 量 の 面 内 分 布 を 示 す グ ラ フ
【 図 １ ０ 】 第 ５ の 実 施 形 態 に お け る バ ッ チ 式 エ ッ チ ン グ 装 置 の 模 式 断 面 図
【 図 １ １ 】 ポ リ シ リ コ ン エ ッ チ ン グ 量 の 面 内 分 布 を 示 す グ ラ フ
【 図 １ ２ 】 第 ６ の 実 施 形 態 に お け る 枚 葉 式 エ ッ チ ン グ 装 置 の 模 式 断 面 図
【 図 １ ３ 】 ポ リ シ リ コ ン エ ッ チ ン グ 量 の 面 内 分 布 を 示 す グ ラ フ
【 図 １ ４ 】 第 ７ の 実 施 形 態 に お け る バ ッ チ 式 エ ッ チ ン グ 装 置 の 模 式 断 面 図
【 図 １ ５ 】 ポ リ シ リ コ ン エ ッ チ ン グ 量 の 面 内 分 布 を 示 す グ ラ フ
【 図 １ ６ 】 第 ８ の 実 施 形 態 に お け る 枚 葉 式 エ ッ チ ン グ 装 置 の 模 式 断 面 図
【 図 １ ７ 】 ポ リ シ リ コ ン エ ッ チ ン グ 量 の 面 内 分 布 を 示 す グ ラ フ
【 図 １ ８ 】 第 ９ の 実 施 形 態 に お け る 枚 葉 式 エ ッ チ ン グ 装 置 の 模 式 断 面 図
【 図 １ ９ 】 ポ リ シ リ コ ン エ ッ チ ン グ 量 の 面 内 分 布 を 示 す グ ラ フ
【 図 ２ ０ 】 第 １ ０ の 実 施 形 態 に お け る バ ッ チ 式 エ ッ チ ン グ 装 置 の 模 式 断 面 図
【 図 ２ １ 】 ポ リ シ リ コ ン エ ッ チ ン グ 量 の 面 内 分 布 を 示 す グ ラ フ
【 図 ２ ２ 】 第 １ １ の 実 施 形 態 に お け る バ ッ チ 式 エ ッ チ ン グ 装 置 の 模 式 断 面 図
【 図 ２ ３ 】 ポ リ シ リ コ ン エ ッ チ ン グ 量 の 面 内 分 布 を 示 す グ ラ フ
【 図 ２ ４ 】 第 １ ２ の 実 施 形 態 に お け る 枚 葉 式 エ ッ チ ン グ 装 置 の 模 式 断 面 図
【 図 ２ ５ 】 ポ リ シ リ コ ン エ ッ チ ン グ 量 の 面 内 分 布 を 示 す グ ラ フ
【 図 ２ ６ 】 第 １ ３ の 実 施 形 態 に お け る 枚 葉 式 エ ッ チ ン グ 装 置 の 模 式 断 面 図
【 図 ２ ７ 】 ポ リ シ リ コ ン エ ッ チ ン グ 量 の 面 内 分 布 を 示 す グ ラ フ
【 図 ２ ８ 】 第 １ ４ の 実 施 形 態 に お け る バ ッ チ 式 エ ッ チ ン グ 装 置 の 模 式 断 面 図
【 図 ２ ９ 】 ポ リ シ リ コ ン エ ッ チ ン グ 量 の 面 内 分 布 を 示 す グ ラ フ
【 図 ３ ０ 】 従 来 技 術 に お け る 枚 葉 式 エ ッ チ ン グ 装 置 の 模 式 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ １ １ 】
１ 　 シ リ コ ン 基 板
２ 　 熱 酸 化 膜
３ 　 ポ リ シ リ コ ン
４ 、 ９ 　 ウ エ ハ
５ 、 １ ０ 　 ウ エ ハ 保 持 台
６ 、 １ １ 、 １ ３ 、 １ ５ 、 １ ８ 、 ２ ２ 、 ２ ５ 、 ２ ７ 、 ３ ０ 、 ３ ２ 、 ３ ４ 、 ３ ８ 　 薬 液 ノ ズ ル
７ 、 １ ２ 、 １ ４ 、 ２ ３ 、 ２ ４ 　 Ｎ Ｏ 2 供 給 ラ イ ン
８ 　 エ ッ チ ン グ 槽
２ １ 　 エ ッ チ ン グ チ ャ ン バ ー
１ ７ 、 ２ ０ 　 Ｎ Ｏ 2 供 給 ノ ズ ル
１ ６ 、 １ ９ 　 薬 液 タ ン ク
２ ６ 、 ３ １ 　 Ｓ ｉ 粉 末 供 給 ラ イ ン
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２ ８ 　 薬 液 供 給 ラ イ ン
２ ９ 、 ３ ３ 　 Ａ ｌ 粉 末 供 給 ラ イ ン
３ ５ 、 ３ ６ 、 ３ ７ 　 紫 外 線 照 射 装 置

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】
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【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】
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【 図 ２ ３ 】 【 図 ２ ４ 】

【 図 ２ ５ 】 【 図 ２ ６ 】
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【 図 ２ ７ 】 【 図 ２ ８ 】

【 図 ２ ９ 】 【 図 ３ ０ 】
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